
福島第一原子力発電所

平成22年8月29日

■今後とも、安全を最優先に一つひとつの作業を着実に進めてまいります。

［ プルサーマル実施に関する３つの技術的条件の確認結果 ］

プルサーマルの実施に向けて準備作業を進めています
福島第一原子力発電所３号機

■原子炉を停止している状態で、原子炉
の制御に一番影響のある制御棒が機能
　しなくなった場合でも、原子炉の停止・
制御に問題ないことを確認する検査

■各燃料が原子炉内の所定位置に装てん
されていることを確認する検査

・福島県知事が福島県議会において、３つの技術的
条件を付し、プルサーマル計画の受け入れを表明

福島県からの３条件の提示

調整運転

報告

報告

報告

ＭＯＸ燃料の使用に係る国の検査 今後の予定

圧力容器・格納容器漏えい試験（9月上旬）

原子炉起動（9月中旬）

発電開始（9月下旬）

国の総合負荷性能検査＊（10月下旬）

＊運転中の発電設備の各種データを確認することで、
　安定して連続運転できることを確認する検査

【8月22日～23日】

MOX燃料＊の 原子炉への装てん

【8月21日】
＊プルサーマル用の燃料。今回装てんしたMOX燃料は32体

（ウラン燃料を含めた燃料全数は548体）

福島第一原子力発電所３号機でのプルサーマルの実施については、福島県からお示しいただいた３つの技術的条件に関する当社の確認結果を国・福島県に
ご審議いただいておりましたが、平成２２年８月６日、福島県より国・当社は適切に対応したものとの評価を得たうえで、ご了解をいただきました。
ご審議いただきました関係者の皆さま、ならびに地域の皆さまに心から感謝申し上げます。

＜平成22年2月16日＞

モックス

【3つの技術的条件】
① 福島第一3号機の耐震安全性の確認
② 福島第一3号機の高経年化対策の確認
③ 福島第一3号機に搬入後10年を経過した
　 MOX燃料の健全性の確認

・専門家を交えた審議・立入調査などにより、「技術
的３条件の確認について、国、東京電力は適切に
対応したものと判断する」と評価　  　　　　　

福島県の審議結果 （国、当社は適切に対応）

＜平成22年8月6日＞

・「この結果、県が求めた技術的３条件が満たされ
たことから、福島第一原子力発電所３号機におけ
るプルサーマルの実施を最終的に受け入れる」こ
とを福島県知事が表明

【当社の確認結果】
・MOX燃料の健全性を確認するとともに、３号機の高経年化対策・耐震
安全性を再確認し、「プルサーマル実施にあたり問題となる事項はない」
ことを確認 ＜平成22年5月26日＞

営業運転

・専門家による審議・立入検査などを通じて、「東京電力の確認結果
は妥当である」と評価

国の審議結果 （当社の確認結果は妥当）

＜平成22年7月26日＞



Q プルサーマルってなに？

■使用済ウラン燃料を再処理してリサイクル（再利用）する流れを「原子燃料サイクル」といいます。
　エネルギー資源の少ない日本では、ウラン資源の有効活用とエネルギーの安定供給のため、原子
　燃料サイクルの確立を目指しています。

■MOX燃料に含まれているプルトニウムは、ウラン燃料のみを使っている現在の原子力発電の過程
　でも生成され、発電に寄与しています。プルサーマルを行うと、プルトニウムによる発電割合が
　増えますが、安全性に問題はありません。

国の原子力安全委員会において、燃料全体のうちMOX燃料の割合（重量比）が1/3程度までであれば、
現在の原子力発電所の設備を変更せずに安全に利用できることが確認されています。

■プルサーマルを行うと、MOX燃料の特性により、原子炉を停止・制御する機能を持つ制御棒の能力
　がごくわずかに落ちます。しかし、制御棒の能力はもともと十分な余裕を持っており、MOX燃料を
　使用しても確実に原子炉を停止・制御することができます。

プルサーマルとは、使用済ウラン燃料を再処理してプルトニウムを取り出し、
ウランと混ぜて作った燃料（ＭＯＸ燃料）を原子力発電所で使うことです。
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【発電によるウラン燃料の変化】 【MOX燃料の成分】

【ウランとプルトニウムの発電割合】

【制御棒が原子炉を止める能力】（当社解析例）

※核分裂によりできた物質

※使い終わったMOX燃料は、
　発電所内に保管した後、搬出します。

お問い合わせ先

福島第一原子力発電所広報部企画広報グループ TEL：0240-32-0187 HP : http://www.tepco.co.jp/ （福島第一原子力発電所へ）携帯サイト : http://www.tepco.co.jp/i/np-f/ （福島第一サイトへ）

Q プルサーマルは安全なの？

Q プルサーマルの実績は？
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プルサーマルによる運転
（燃料の1/3をMOX燃料とした場合）

すべてウラン燃料による運転 プルサーマルによる運転

十分な余裕

原子炉の停止・制御
に必要な能力

原子炉停止

（燃料の1/3をMOX燃料とした場合）

A ＭＯＸ燃料の大きさや形状、発電の仕組みは、ウラン燃料と変わらず、プル
サーマルの安全性は施設や運用面でも確認されています。A

国内では、すでに九州電力玄海原子力発電所３号機と四国電力伊方発電所３号機
にて、プルサーマルによる運転が行われています。
また、海外では1960年代から、フランス・ドイツ・スイスなど9ヶ国・56基（MOX
燃料6,344体）の原子力発電所で行われてきました（平成20年12月末現在）。

A

発電 再処理

原子力発電所

つかう
エネルギーを安定供給し、発電時にCO₂を出しません。

原子燃料
サイクル

プルサーマルで実現する

ウラン（供給） ウラン（回収）

処分施設

高レベル
放射性廃棄物

ウラン燃料

MOX燃料として
リサイクル

使い終わった
ウラン燃料

（プルサーマル）

発電

つくる
ウラン資源の節約につなげます。

再資源化

とりだす
ウランとプルトニウムを再利用します。
高レベル放射性廃棄物の量を減らします。

処理

再処理工場MOX燃料工場
福島第一３号機では、240体までのMOX燃料を装てんする許可を国より得ています。そのうち、今回
装てんしたMOX燃料は32体であり、制御棒の能力はこれまでと同等です。

モックス




